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【 庁 議 記 録 】

１ 日 時 令和４年 11 月 15 日（火）午前８時 55 分～午前９時 30分

２ 場 所 市長公室

３ 出席者 市長 教育長 企画財政部長 総務部長

市民生活部長 福祉保健部長 子ども家庭部長 環境部長

都市建設部長 議会事務局長 教育部長

幹 事 政策室長

４ 欠席者 副市長

５ 会議結果

市 長 これより庁議を開催します。審議事項１「狛江市民センター改修基本構想

（案）及び狛江市新図書館整備基本構想（案）に関する市民説明会及びパブ

リックコメントの実施結果について」の説明をお願いします。

部 長 狛江市民センター改修基本構想（案）及び狛江市新図書館整備基本構想（案）

について、９月１日から 10 月７日までパブリックコメントを、９月７日及

び 10 日に市民説明会を実施しました。パブリックコメントは、118 人から

205 件の意見をいただき、市民説明会は、７日に 42人、10 日に 33 人の参加

がありました。パブリックコメントについては、様々な意見をいただきまし

たが、各基本構想へ反映した意見について説明します。

市民センター改修基本構想（案）についてです。基本構想（案）30ページ

を御覧ください。２階のブロックプランにおいて、多目的室（中）２部屋の

間を可動間仕切りでとすることで、団体の利用用途に合わせ、多目的室（中）

２部屋として、また間仕切りを稼働させることで、１部屋の大きい部屋とし

ても使用できるようにしていましたが、現第四会議室と同等の大きさの部屋

を希望する意見や、２部屋を一度に予約することが困難という意見に鑑み、

可動間仕切りをなくし、多目的室（大）とした上で、２階南側のフリースペ

ースを多目的室（中）としています。続いて 32 ページを御覧ください。利用

区分を３区分から４区分とし、１区分を３時間としていましたが、入替時間

が必要、利用団体の実態に合わせた時間としてほしいという意見を踏まえ、

本構想では午前・午後①・②、夜間の４区分とすることに留め、詳細につい

ては今後利用団体の意見を伺いながら検討していくとしました。

次に新図書館整備基本構想（案）についてです。構想（案）29 ページを御

覧ください。目指す姿・まちの課題発見解決に対応する「サービスの考え方」

が少ないとの意見を踏まえ、30 ページの２段落目後半の文章に「まちの課題
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等について現状把握や問題解決の手掛かりとなる資料を提供すること」を追

記しました。続いて、37 ページを御覧ください。35 ページ以降にある新図書

館の「招く・触れる」「遊ぶ・学ぶ」「調べる・学びなおす」「届ける・伝える」

の４つの視点と各サービスの照合がしづらいとの意見を踏まえ、一覧図を追

加しました。

各構想については、その他文言修正等を加えています。また、備品や設計

に関する要望等については、今後の基本設計等での参考として検討します。

今後のスケジュールについてです。各部にて内容を確認いただき、修正等

あれば、11 月 18 日正午までに政策室へ連絡してください。それらを踏まえ、

来週の庁議にて再度審議いただき、決定予定です。その後、広報こまえ 12 月

１日号及び市ホームページにて公表します。

なお、市ホームページでの公表は、パブリックコメント原文の公表を希望

する声もあったことから、個人や団体が特定されないようにした上で、可能

な限り原文の掲載を行います。

市 長 特に意見等なければ、次回以降の庁議において継続審議とします。続いて、

審議事項２「令和４年度補正予算案について」の説明をお願いします。

部 長 まず、令和４年度狛江市一般会計補正予算（第４号）についてです。主な

内容は、物価高騰の影響を受ける障がい福祉サービス事業所や保育所等に対

し、支援を実施するとともに、フードバンクや子ども食堂へ活動支援金を計

上しています。また、学童クラブの待機児対策として、令和５年４月の定員

拡大のための経費、駒井保育園での医療的ケア児受入れのための経費、狛江

第四中学校の生徒数増に対応するための経費等を計上するほか、東京都人事

委員会勧告に基づき、職員の給料や勤勉手当の増に対応する経費等を計上す

るものです。

「第一表 歳入歳出予算補正」です。歳入歳出それぞれ9,316万円増額し、

歳入歳出予算の総額をそれぞれ359億3,264万４千円とするものです。

歳入です。「15款 国庫支出金、１項 国庫負担金、２目 衛生費国庫負担

金、説明欄２ 新型コロナウイルスワクチン接種対策費負担金」3,000万円は、

ワクチン接種費用に対する負担金です。「２項 国庫補助金、２目 民生費国

庫補助金、説明欄８ 新型コロナウイルス感染症セーフティネット強化交付

金」90万円は、生活困窮者自立相談支援事業に対する補助です。「説明欄４

保育対策総合支援事業費補助金」51万４千円は、医療的ケア児受入れのため

の環境整備に対する補助です。「３目 衛生費国庫補助金、説明欄３ 新型コ

ロナウイルスワクチン接種体制確保事業補助金」272万１千円は、ワクチン接

種に係る事務費に対する補助です。

「16款 都支出金、２項 都補助金、１目 総務費都補助金、説明欄10 避
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難所感染症対策物資購入支援事業補助金」54万１千円は、指定避難所の感染

症対策のための災害対策用備品に対する補助です。「２目 民生費都補助金、

説明欄６ 障がい福祉サービス事業所物価高騰緊急対策事業補助金」1,002

万８千円は、障がい福祉サービス事業所物価高騰緊急対策事業に対する

10/10補助です。「説明欄８ 子供家庭支援区市町村包括補助事業補助金」18

万円は、子ども食堂事業補助金に対する補助です。「説明欄30 保育所等物価

高騰緊急対策事業補助金」1,548万９千円は、保育所等物価高騰緊急対策事業

に対する10/10補助です。「説明欄31 保育所環境改善等事業費補助金」25万

７千円は、医療的ケア児受入のための環境整備に対する補助です。

「３項 委託金、１目 総務費委託金、説明欄１ 都民税取扱委託金」536

万５千円は、額の確定によるものです。

「21款 諸収入、５項 雑入、１目 雑入、説明欄８ 多摩川衛生組合負

担金清算金」2,716万５千円は、過年度清算金です。

歳出です。「１款 議会費、１項 議会費、１目 議会費、説明欄１ 人件

費」は、20万円増額するものです。人件費については、人事異動や給料改定

等を踏まえ、款、項ごとに増減しています。全体の増減については、後ほど

説明します。

「２款 総務費、１項 総務管理費、１目 一般管理費、説明欄８ 職員

管理費」2,600万円は、正規職員の育児休暇等に対応するものです。「７目 企

画費、説明欄23 こまえのデザイン」736万１千円は、狛江駅周辺のにぎわい

創出に当たり、事業者が先行して実施する設計関係費等に対する負担金です。

「11目 諸費、説明欄１ 一般事務費」1,244万２千円は、国や東京都に対す

る過年度還付金です。

「３款 民生費、１項 社会福祉費、１目 社会福祉総務費、説明欄25 生

活困窮者自立相談支援事業」103万４千円ですが、子どもの学習・生活支援事

業委託は、オンライン学習に対応するため、タブレット等を購入するもので

す。また、NPO法人等に対する活動支援事業補助金は、フードバンクに対して

活動費を補助するものです。「説明欄41 障がい福祉サービス事業所物価高

騰緊急対策事業」1,002万８千円は、物価高騰の影響を受ける障がい福祉サー

ビス事業所に対して補助するものです。「２項 児童福祉費、１目 児童福祉

総務費、説明欄８ みんなで子育て事業」15万円は、子ども食堂に対する活

動費を増額するものです。「２目 児童措置費、説明欄14 保育所等物価高騰

緊急対策事業」1,547万５千円は、物価高騰の影響を受ける保育所等に対して

補助するものです。「４目 保育園費、説明欄３ 保育園維持管理費」134万

８千円は、駒井保育園において、医療的ケア児の受入環境を整備するもので

す。「５目 学童保育費、説明欄３ 放課後クラブ」228万６千円は、学童ク
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ラブの待機児対策として、令和５年４月から和泉小学校放課後クラブの定員

を20人拡大するためのものです。「説明欄４ こどもクラブ」182万７千円は、

同じく学童クラブの待機児対策として、令和５年４月から狛江第二中学校に、

臨時のこどもクラブを定員40人にて開設するためのものです。

「４款 衛生費、１項 保健衛生費、２目 予防費、説明欄９ 新型コロ

ナ予防接種」3,272万１千円は、オミクロン株対応ワクチン等の接種を行って

いますが、３月末までの経費を計上するものです。「２項 清掃費、２目 塵

芥処理費、説明欄５ 組合維持管理費」1,382万７千円の減は、多摩川衛生組

合負担金が売電収入の増により減額となったものです。

「９款 消防費、１項 消防費、１目 常備消防費、説明欄１ 常備消防

事務委託費」3,132万９千円の減は、常備消防事務委託負担金の確定によるも

のです。「４目 災害対策費、説明欄２ 災害対策関係費」110万５千円は、

指定避難所の感染症対策として、災害対策用備品を購入するものです。

「10款 教育費、３項 中学校費、１目 学校管理費、説明欄２ 学校維

持管理費」584万７千円は、狛江第四中学校の生徒数増に対応するため、特別

教室を普通教室へ改修するものです。「説明欄３ 学校管理用備品整備」97万

７千円は、同じく狛江第四中学校の普通教室化のために必要な備品を購入す

るものです。「２目 教育振興費、説明欄６部活動助成」10万４千円は、部活

動の地域移行を検討するため、委員会を設置するものです。

「11款 公債費」は、利率見直しと、令和３年度の借入額及び利率の確定

に伴う整理により、元金を354万５千円、利子を1,703万９千円、それぞれ減

額するものです。

「12款 諸支出金、１項 基金費、１目 財政調整基金費、説明欄１ 財

政調整基金費」は、積立金を5,598万６千円増額するものです。

給与費明細書です。特別職については、東京都人事委員会勧告に基づき、

期末手当の支給月数が0.1月増えたため、期末手当を28万７千円増額するも

のです。一般職については、下段の表にあるように、正規職員の育児休暇等

により会計年度任用職員の報酬を2,472万１千円増額、給料では、東京都人事

委員会勧告に基づき、給料改定に伴う増額を250万円、正規職員の育児休暇等

による整理で2,750万円を減額、職員手当では、東京都人事委員会勧告に基づ

き、勤勉手当の支給月数が0.1月増えたため、1,663万円の増額等を行うもの

です。

なお、人件費の勤勉手当の基準日が12月１日であることから、第４回定例

会において初日審議をお願いします。

続いて、令和４年度狛江市下水道事業会計補正予算（第１号）についてで

す。今回の補正予算の主な内容は、多摩川流域下水道野川幹線下水処理負担
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金の増額を計上するとともに、東京都人事委員会勧告に基づき、職員の給料

や勤勉手当の増額等人件費等を整理するものです。

収益的支出です。「１款 下水道事業費用、１項 営業費用、１目 管渠費」

補正予定額4,265万３千円は、多摩川流域下水道野川幹線下水処理負担金を

増額するものです。「４目 総係費」補正予定額224万８千円は、人件費を整

理するものです。「２項 営業外費用、１目 支払利息及び企業債取扱諸費」

補正予定額203万６千円の減は、利率見直しと、令和３年度の借入額及び利率

の確定に伴い、企業債利息を減額するものです。

資本的支出です。「１款 資本的支出、１項 建設改良費、１目 管路建設

改良費」補正予定額231万９千円は、人件費の整理を行うものです。「３項 企

業債償還金、１目 企業債償還金」補正予定額49万８千円は、利率見直しに

伴い、建設企業債元金償還金を増額するものです。以上の内容に基づき、２

ページ及び３ページで、収益的支出の補正、資本的支出の補正等を整理して

います。下水道事業会計についても一般会計と同様に、人件費の勤勉手当の

基準日が12月１日であることから、第４回定例会において初日審議をお願い

します。

なお、国の補正予算が閣議決定したところですが、詳細な通知等が来てい

ないため、国の補正予算に対応する市の補正予算については補正予算案（第

５号）として提案させていただく予定です。

市 長 特に意見等なければ、案のとおり決定します。続いて、審議事項３「狛江

市中期財政計画（令和４年度ローリング版）（案）について」は、先ほどの

行財政改革推進本部会議で了承されましたので、庁議としても了承します。

続いて、審議事項４「狛江市空家等対策計画の見直しについて」の説明をお

願いします。

部 長 狛江市空家等対策計画は、狛江市の空家等に対する初の総合的な対策計画

として、平成30年３月に策定されました。本計画に基づき、約５年で様々な

対策を実施し、知見を得たこと、また課題や効果的な施策もはっきりしてき

たため、見直しを実施するものです。資料「狛江市空家等対策計画の主な見

直し内容」を御覧ください。計画は全６章及び資料編から構成されており、

各章の内容及び見直し内容を示しています。主な変更点は、「第２章 狛江

市の空家等の現状」の各種データの追加及び更新、「第４章 空家等対策に

係る施策」に実績の追加及び施策の変更・追加、「第６章 計画の目標」で

の後期５年間の目標の設定です。第３章では空家等対策に係る基本方針を示

していますが、空家等を取り巻く現状や分析に大きな変化がないことから、

基本方針及び第１章の計画期間については変更していません。第６章は第４

章を踏まえたものであり、今回の変更で最も重要であることから、資料「狛
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江市空家等計画６章計画の目標新旧対照表」で詳しく説明しています。当初

の計画策定段階では、空家に対する総合的な対策に取り組み始めたばかりで

あったため、旧目標では「仕組みの整備や検討」という文言が多くなってい

ましたが、この約５年間で空家対策も進んだため、具体的な目標に変更して

います。例えば、「４特定空家等に対する措置」では、旧目標は「特定空家

等の認定」のみであったものを、より踏み込んだ内容として、措置の実施や

特定空家等の改善率を目標としています。また、「６空家等及び共同住宅の

利活用の促進」では、旧目標は「マッチングの仕組みの検討」でしたが、実

際に空き家バンクの開設や空家等利活用募集チラシの配布を開始している

ため、目標を変更しています。

今後のスケジュールについてですが、各部において内容を確認いただき、

意見等あれば、11月25日までにまちづくり推進課へ連絡してください。各部

からの修正を踏まえて、再度庁議に諮り、令和５年１月にパブリックコメン

トを実施します。パブリックコメント後、必要な修正の上、令和５年３月中

旬に再度庁議にて決定したいと考えています。

市 長 特に意見等なければ、次回以降の庁議において継続審議とします。

次に、報告事項１「令和５年度一般会計予算要求の状況について」を報告

してください。

部 長 令和５年度一般会計の予算要求状況は、職員人件費を除いて 296 億 3,006

万４千円、令和４年度当初予算比 19 億 4,634 万７千円、7.0％の増となって

います。主な増額の要因は、プラスチック類ごみ処理関係費や小・中学校の

大規模改修工事、認知症高齢者グループホーム整備促進事業のほか、保育所

等児童運営費の増等があります。中期財政計画の見込みよりも、10 億円弱超

過している状況です。今後の予定ですが、11 月 17 日より部ごとに政策調整

会議を行い、その中で政策的に課題となる案件について調整します。

市 長 続いて、報告事項２「災害時における支援物資の受入れ及び配送等に関す

る協定について」を報告してください。

部 長 協定の内容は、災害時に支援物資の集積、搬送拠点の提供、拠点における

荷役作業の実施、必要な人員及び機材の提供、物資の配送計画の策定及び配

送、被災者の物資ニーズの収集等協力をいただくものです。佐川急便株式会

社は、社会インフラである物流を支える事業者として、国や都道府県等と災

害時の対応においても連携して取り組んでいます。実際の災害においても、

近年の大規模な震災・水害で支援に携わっており、豊富な災害対応の経験が

あります。11 月９日の協定締結に先立ち、10 月に実施した狛江市総合防災

訓練にも参加いただき、立川市にある多摩広域防災倉庫から輸送拠点とした

狛江第一小学校を経由し狛江ハイタウンまで物資を実際に搬送いただき、輸
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送拠点では職員に対する荷役作業の指導等を行っていただきました。

市 長 災害に関する協定数も増えていることから、各部で整理を行い、災害発生

時に活用できるよう備えてください。

その他ありますか。

部 長 第 46 回狛江市民まつりの実施結果についてです。11 月 13 日に実施した

市民まつりについては、ほぼ例年の規模に戻して開催し、各会場とも大変多

くの方に楽しんでいただきました。開催時間中は天候に恵まれたこともあり、

推計ではありますが、同日に開催されたストリートラグビー体験等を含め、

延べ 52,500 人の方に来場いただきました。３年ぶりにパレードや交通規制

を実施しましたが、関係各部の協力もあり、苦情やトラブル、事故等もなく

無事に終了することができました。ありがとうございました。

部 長 市民協働事業のストリートラグビー体験は、参加者100人を含め、約2,000

人が来場し、トンガ王国の津波被害に対する募金も約 15 万円集まりました。

同時開催した狛江第一小学校 150 周年記念事業も盛況に行われ、大同窓会に

は約 300 人が参加し、またコラボレーション企画の給食試食会は 190 人の参

加がありました。

市 長 ３年ぶりの開催ということもあり、人事異動等で経験のある職員も少なく

なっています。今後の人事異動も踏まえて、今回の課題を整理し、次回以降

の市民まつり開催に活かせるようにしてください。他にありますか。

部 長 昇任試験の申込みについてです。11月 14 日に申込みを締め切り、管理職

昇任試験９人、主任昇任試験 58 人、技能・労務系職員主任昇任試験１人の

申込みがありました。

市 長 他になければ、以上で本日の庁議を終了します。次回の庁議は、11 月 22

日午前９時 00 分から開催します。


